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一 緒   言

 家兎ノ血球ガ人B型凝集原二類似ノB傭遣テ有シ，人同種血球凝集素βノ～ヲ吸着シ，α

ハ吸着シナイコトバV．Du㎎em㎜d HirszfeId U〕，Hooker and Anders㎝（2㌧深町（穗積）

ω，白井（三郎）㈹，宮崎（推古）（5｝，水谷（榮夫）㈹，山崎（武浴）｛12〕，淺川（小六）㈹等ノ實

験ニヨリ最早異論ノナイ産デアル、然ル二家兎ノ諸臓器ノ人同種血球凝集素α，β二対スル

態度二就イテハ從來ノ實験結果ハー致テ見テ届ナイ．殊二家兎骨髄ノ人血清中ノα，β二勤

スル性状二就イテハ酉（弘二），一兎塚（英胤），中村（誠）｛9リ三氏八家兎骨髄ハβノミヲ吸着

シ，αハ縄鵠二吸着シナイコーポヲ確メ，人同種血球凝集素ノ立場ヨリ見ルト，家冤骨髄ハ常

二B型二似クB’型デアルト報告シテヰル．

 然ルニー方官木（外嗣），山本（徹雄）㈹口O、ノ爾氏八家兎諸臓器ノ吸着試験ラ行ヒ，ツノ結

果βヲ吸着スルコ｝ハ異論ナイガ，正常血清内二抗A凝集素テ有スル家兎ノ諸臓器（肝，

膵，腎，胃）ハα凝集素デモ吸着スル能力アリト云ヒ，殊二骨髄ハソノ充分ノ吸着量テ使用

スルナラバ総ベテノ家兎二於テ非特異性反騰二非ズシテαモβ凝集素ヲモ吸着スルカラ家兎

骨髄ニハB型物質ノ他二A型物質ノ存在スルコけ識明シ得タド報告シテヰル．

 余ハ前編二於テ，人骨髄ハ血球及ビ諾臓器二於クルト同一ノ型物質テ有スルノデアツテ青

木・山本等ノ云7ガ如ク，AB型二非ザルコトヲ立言登報告シタガ，本編二於テハ，家兎骨髄

二就キ實験シ，家兎骨髄ハソノ血球ト異リ，A型物質デモ有スルモノナルカ，或ハ叉西等ノ

云ブガ如ク・家兎骨髄モ亦βノミテ吸着シ，αテ吸着セザルカ’印チ家兎骨髄ハlB’型テリ

ヤ，・A’B！型ナリヤニ戯テ實験テ試ミ，英ノ結果二就テ止ヒ魔二報告スル．

【159】



16σ’ 正     米

二費験材料及ビ賢験方法

 材料、（イ〕吸着用血清ハ非働性トシタ人O型，A型並手B型血清．

 （口〕成熟家兎ノ血液及ビ後脚ノ骨髄・血液ハ腹球ト血清トニ分離シテ使用シダ・

 方法、家兎ノ下肢骨ヨリ骨髄ヂ取リ出シ，乳鉢ニテ磨砕シ骨髄】一眠二甥シ，生理的食麗水9．o㏄ノ割

合二混和シテ浮游液トナシ，之テ滅菌四重力㌧ぜテ貝テ濾過シテ濾液ト濾溢ト昌分チ，之ノ濾液テ10％骨

髄浮漉液トシテ使用シダ．

 吸着材料トシテハ骨髄テ乳鉢：テ磨砕シタモノソノマ・（0．5g）（之テ骨髄原液ト好プ），1O％浮流脇

1％浮涛濯，前記漉澁，10％浮游液チ遠心シダ上瀞 ソノ淡殿物チ生理的食麗水晶テ3回跳椴シダ10％浮

漉液及ビ10％浮游液チ熱湯中ニテ30分間煮沸シタモノ以上7種ヂ使用シテ之二20借稀曄ノO型血蒲チ各同

量1㏄ヅ・加ベテ目ク混和シ2－3勝間37度フラy器内二入レ，徴氷室二放置シテ翌朝取フ出シ。遠心経

ニカケ英ノ上蒲二就テA型及ビ亙型血球二勤スル凝集債テ検ペタ．

三 賓験 成績

 （1）家兎血球及ピ骨髄ニコル吸着試験

 家兎骨髄12例二就イチ實験シタガ殆ンド全部共ノ成績ハ回ジデアツタノデソノ内3例（第

1－3表）二就イチ説明スル．家兎血球テ以テO型血清ヲ吸着スルトβノセテ吸着シテロテ

吸着シナイコトバ從來ノ威綾ト金クー致スル産デァルガ，骨髄ノ場合ハ，骨髄原液ヲ皿テ吸

着スレバβハ全部吸着シ去ラレテ失ブガαモ亦対照二比シテヤ・凝集慣ガ低下シ，】見αモ

少シク吸着セラレタカノ如ク思バレル．然シ乍ラ，再三吸着テ纏綾シテ毛αテ全部吸着シ去

ルコトハ拙來ナイ．者シ眞二αト吸着スルA物質ガ骨髄申ニアルトス〃ナラバ再三吸着ヲ

施行スルコトニヨツテ全部ノαガ吸着シ表ラレル道理デアル．財ガコノ實験二於テハ少シク

凝集贋ガ下ガル丈ケデソレ以上ハ取リ去ラレルト云フ事パナイ．副チコノ凝集便ノ低下ハ員

ノA物質ニョルαノ結合ニョツテ起ツタモノトハ考ヘラレナイ．

 0型血清二アル物質ヲ加ベテ吸着後遠心沈澱セシメ，井上清子就テ凝集債ヲ測建シ・αモ

βモ両方共二凝集贋ガ下降シタカラト素ツチ之ヲ直テニAB型デアルト判定スルコトハ非常

二軽卒ナ孚噺デァノレト云バネバナラナイ．試ミニ今「カオリン」，獣炭末ヲ0型血清二カロヘ

薬ノ上清二就テ田，βノ凝集便ヲ測定スルナラバαモβモ吸着サレル．然ラパコノ際「カオ

リン」歎炭未ハAB型デアルト云フコトガ出來ルカ否カハ何人ニデモ牛嚇出来ルデアラウ．師

チ骨髄テ以テ吸着シ，例会α，βノ凝集1買ガ低下シタカラト云ツチ直テニ骨髄ハA型物質ト

B型物質ノ両者テ含有スルAB型ナリト云ヒ得ルナラバrカオリン」，獣表末等モ亦A招型ナ

リト雪ハネバナラヌコトニナル．何ントナレバ濃厚ナル波ヲ使用スレバ物理的二α，βノ吸

着テ生ジテ英ノ凝集債ハ多少低下スルコトガ冤レナイカラデアル・

 次二10劣坪游液ヲ以テ吸着ス1ノバβハ全部吸着サレルガαハ殆ンド吸着サレルコ｝パナ

イ．更二i％浮癖液ヲ以テ吸着スレパβハ全部吸着サレルガαハ最早少シモ吸着サレナイ．

而シテNo．11及ビNo．12家兎ハA型丑型血球二対シテ略同程度二値カ作用スル家兎デアル
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ガソノ骨髄ニコル吸着ノ結果ハ何レモ皆同棲デアツタ．

 更二10％浮癖液チ遠心シダ上滴ヲ以テ吸着シテモIO％洗淡浮游液デ吸着シテ毛βノミヲ吸

着シテαハ吸着シナイ事ハ前實験ト岡ジデアル．然シ1O％浮漉液一ヲ濾過シダ濾溢及ビ10％浮

游液ヲ30分間熱湯中ニテ煮沸シタモノデ吸着スルトβガ吸着サレルト同時二αモヤ・減弱ス

ル傾向ニアルヲ認メル．之ハ凡ラク非特異性吸着現象ニコルモノデアラウト解ラレル．又骨

髄原液ヲ以テ吸着シダ時毛βト共二αモヤ・凝集贋減弱シテ恰毛A佃’型テ想ハシムル成績

デアツタコトモ，骨髄繍勝液テ1O％1名ト適當抗原盤テ月』ブルニ及ビβノミ吸着サレ，αハ

少シモ吸着サラレナイコトテ知ツタ．余ハ叉他ノ種々ノ實験二於デモ濃厚抗原テ以テ吸着實

第1表象 兎No．10

・（中）1 冊1甘1 件1＋L」一1－1一
血滑凝集債 A（桑） 1冊1柑

丑（正） 1冊■
1甘■L止1二1
■十1■■■一

吸 着  試  験

吸 着1

艶   照

血   球

骨

原

10 ％

1 ％

10％上蒲

滅 澄

10％洗樵

10％煮沸

血球

A

B

・・1

1冊

1州

・1朴
・1一

・・1

冊1

片1

・・1・・川・・」…1

■什・1土
一ぺTrT■

・1 十十

瑠1

A

・1一
・1

B

・1

・1一
・1

・1一
・1

・1一

・1榊
・1一

十

十1一

■

・ 口
 一，｛L
?    ’

一一一一■1■I＾一

朴 什 丹 十 ±

■ ■ 一 一 一

耕 料 甘 什 十

一 一 一 一 一

耕 什 什 甘 十

一 一 一 一 一
一

甘 十 ± 、 一

一 一 ・       一 一

冊一 什 什 什 十

一 一 一 一 一

榊 什 ■・ 一

・1一一1
    ■

■
■

・ト
1一

・1一
1一

十1一
1一

1一

■一
・1一

1一

1一

…1…

一1

■
■

一L
■
■

■
一1一
一1

■
一1

■
一1

■
1一

■口
1一
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験ヲ行フ時ニハ往々非特異性吸着現象ノ超ルコ・け経験シテヰルカ’，此ノ骨髄ノ場合二於デ

モ濃亭液テ用ヒル場合ニハ比ノ非特異性ノ現象ガ護起スルモノダト思バレル．

第2表象 兎No．H
∫

血球f・1 ・1・1・・ 1・・1 64 …1螂
・（中）1冊i 什1■・1■一1 ■ 一

血清凝集便 ・（桑）い1什1＃1・1土1■一 1一

・1疋）壮■甘 1・
■ ． 1■ 一

吸 着 試 験

吸 着 血球 40 60 80 120 160 240 320 480

A 拙 柵一 什 什 十 ± 一 一

靱 照 丑 耕 仲 料 十十

{

■     一

ML止一L      L一   一

■

A 拙 什 十十 十十 士
一I

一一山一一

血 球

@原

BA
一 一 ■ 一 ．■什

什 十 ± ■ 一 一 一

丑
一 口 ・ 一 一 一 口 一

A 冊 件 什 什 十 一 ． 一

10％ 巫
一 一 一 一 一 一 一 一

A 柵 十十 甘 甘 十 ± 一 ■

骨     髄

1％ B 一 一 一 ■ 一 一 一 ・一

A 什 十十 十 土 ・ 一

淑溢
一’一’1‘ 一一一山

週
一 一 一 一 一 一

A 冊 什 甘 十 土 一 ■ 一一

10％洗漉
週

一 ■ 一 一 一 一 一 一

A → 什 什 十 ■ ■ 一 口
10％煮沸

旭
一 ■ 一 ・ 一 ■ ，      ．

第3表家 兎No．12

1血球1・ い1・； 16 1・… 128 256

・（中）■1 什1T1一二丁■■一ト
血蒲凝集債

・（桑）1冊■L・1・1－1－1■一             ¶一“                                皿o一・1正）川什1・■■一1一一一
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吸  着  試  験

A 淵 冊 什 甘 十1・ 、

勘 照
一一

lB 榊 什 → 什 ・1一 一

A 榊 什 什 井 十1一 一 一
血。 球

丑
■ 一 ■ 一 一1一 一 ・

A → 甘 十 ± ■一 、、 一
原

B 一 一 一 ■
 ＾■一一

｡一 一

A 冊 什 料 什 ・L 一 ・

10％ E 一 一 ． 一 ■一 一 一

A 冊 什 什 什 十 士 一

1％ B 一 一 一 一 一    一 一

一｝一

骨     髄

・1 榊 什 朴 十

激溢
■一一

・1一 一 ■ 一
 一一一    一一L

｡■一
一一L－I

E
・」 冊 什 什十 ■一1一 ・

10％煮沸

・1一 一 一    一 ■■一
・1冊 什 ザ什 十

10％澁樵
■一

一・一‘」一

・「丁＝1＝丁≡T＝ ■一
I  ■皿

1・1・LL二

 （2）種々ノ濃度ノ骨髄液ニコル吸着試験

 次二条ハ員ノ型的物質ノ結合ニョ～レ反膝テ明カニシ度ト考ベテ骨髄浮游液ノ濃度テ色々二

替ベテ實験シテ見ク．

 師チ余ハ骨髄ノ10％，i％，O．1％，O伽％，0．00i％ノ各稀揮液ヲ作リ，之テ以テO型

血清ノ吸着實験ヲ行ヒ，骨髄ノα，β凝集素吸着能カテ比較シテ見タ．

 第4，5表二示ス如ク，骨髄原液テ以テ吸着ヲ行7時ハβト共二家兎血球二対スル異種血

球凝集素チ全部トリαそ…一部減弱サ〃レ榛二党エルコトハ前述ノ如クデアルガ10岩浮涛液デ

ハ僅カαハ減弱サレル傾向ニアリ，1％浮游液デハβハ依然トシテ，全部吸着サレ，家兎二

甥スル異種血球凝集素モ殆ンド反騰テ星シナイガαハ金ク勤照二比シテ塑化カナイ、更二

〇．1劣浮游液二及ヘバαハ1％ノ時ト回シク愛化ナイ方今迄吸着シ轟サレテヰタ家兎血球二

対スル異種血球凝集素ガ出現シテ球ル．然ルニβハ未ダ全部吸着シ議サ1ノテヰテ皿型血球

二対スル反騰ハ出現シナイ．更二〇．OI％ノ稀鐸抗原テ以テ吸着ラ行フニ及ピ初メテB型血

球二対スル反騰ガ出現スルニ至リ，O・00i％浮游液ニテハ華照二於クル成績ト全ク岡ジデア

ル．

 此ノ實験成績ニヨ1ノバ家兎骨髄ノβ凝集素ヲ’吸着スル能カノ意外二大ナルコトラ知ル．骨

髄ノO、晩鋤1000倍浮癖液デモβテ吸着スル能力ガァル。次二家兎血球二対スル人血清中ノ

                【1塊】
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異種血球凝集素二対スル吸着性テ校ベテ見ルト，1％副100倍骨髄浮膀液マデソノ吸着能力

ガアル．然ルニα二対スル骨髄ノ吸着カテ考察シチ見ルニ，O型血清二骨髄テ加ベテ英ノ上

清ノαノ凝集贋ガ減弱スルノハ骨髄原液二於テ軽度二見ラル・ノミデァツテ骨髄ノβ二勤ス

ル吸着能カノ茜ダ大テルニ比較スレバ英差ハ饒リニ懸隔シテ居ル・角叉コ・二注意スベキハ

新鮮ナル骨髄テ以テ吸着スルトキハ常二βハ全部吸着サ・ノαハ吸着シ1議サレサルニ陳蕾ナル

骨髄原液ヲ以テ吸着スルトキハ往々αノ凝集贋モ著シク減弱セラひルデ見ルコトガアル・余

ハ敬二骨髄原液チ使用シテー見αテ吸着シダ榛二見エルゴ｝ハ眞ノ反騰デハナイト考へ・恐

ラグコノα二期スル吸着作用ハ抗原ノ濃厚ナルモノテ便用セルニ際シ，屡々起ル非特異性ノ

物理的吸着現象ニョル毛ノ｝老ヘラレル．叉仮リニコノ吸着現象ガ抗原一統髄反廠ニョルモ

ノトスレバ骨髄中二A凝集原中二アル部分的抗原ヲ少シク含有シテ居ルト云フ事ハ：アルカ

モ知レナイ．何ントナラバ近来、水谷（榮夫）（6〕，淺川（小六）㈹，山崎（武治）｛14〕等ノ研究

第4表  No．11骨髄ニテ吸着

血球40
・・1・・ I20 160 240 …1甲

A 冊 刈什■ 十 ■一
艶  照 昭 冊

±■

一1一
凸

村1付■ ■一＾1什1・

一

K．61 淵 一 ■一
A

B原  渡

BI’＾一」

一K．61

｡A

上L］」一一一一1一
鼈黷

10％  遇
?｡I皿皿一
j．61

一 一 一
一1 一1 一1 ■一

一
一1

一 ■ ■ 1■ 一1一

A 拙 拙 せ 甘 十 土1－1一

一
一1

1

i ■一
 1％  丑
@   K．61
x         I’     ’一1 1山        ’   …L

@    A
@0．1％  B

、…一   一…I

柑 辮 什

一 一       一 一 一 一 一 ■

K．61 什 村1・ 一 一 ■ 一 一

A 耕 耕■ 甘 十 土 一 ■

0．01％ lB 冊 什1・ 十 ■ 一 一 ■

K．61 淵 村1片 十 一 一 ・ 一

A 什 拙」料 付 十 ± 一 一

0』01％ lB 榊 什■ → 十 ■ ・ 一

K．61 糾 什 料 十 一 一      一      一
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第5表No．i2骨髄ニテ吸着

血球1・・1・・ ギ …1 160 240 320 480

・什ザ料■1・ 」                 L…                         止    ’＿⊥   L・僻料衿■1・

l1Tぺ、一 u・

・i■一
勤  照 一一

■一 ■一
A 十十 十十 ・1・ 一」一

厚  液
乃’一一

K．61

■，簡

p

二1二二一一一一1一 一    し    ’’■  ■   ’’        I■一      一    I

■r．トー1一一…一川1  ’     ■一      一一  H

｡一L     一    一

A ≒十1＋＋fl ■一
10％ B

一一一一■

■一
K．61 一 一 一 一 一 一

A

一ト’阯           ，

止上L土一一1％  lB
黶｡■1－ I」   I 1一■

j．61

一 一 ， 一 一 一

土’’
， 一 一 一

A 耕 料 什 壮

，一’’

¥ 土

0・1％ 週1一 一 一 一 一 一 一ト
■   ■一  門

K．61 十十 十 十 一 一 一 ■一
仲 甘 朴 十 ± 一1一
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0001％1昭，   一■一一II■一’  I 排 井■． 什 十 ■■一

ト・・1糾 甘 壮 十十 十 一1■一

ニョレバB凝集原，A凝集贋ハ雄一ナル麟遣ヲ特ツモノデナク，数種ノ抗原性ノ複合シダ構

成テ持ツモノデアルトノ報告ガアルカラデァル．

余ハ前編二於テ人骨髄二裁イチ報告シ，人骨髄ノ型的物質ハ血球二於ケルハノト金ク同様

デアルト緒論シタノデアルガ，家兎骨髄二就デモ亦家兎骨髄ハ家兎血球ト等シクβヲ吸着ス

ルB’物質テ合有スルモノデ人血液型ノA構造ト同様ノ凝集瞭ヂ含有スルコトハナイコけ

明カニシタ．依ツチ余八家兎骨髄ハAB型デアル｝素フ説ハ誤リデアルト信ズル．

一般二血清學的反廠ニハ濃厚ナル抗原テ使用スルコトハ共ノ反腱ラ隈止スルコトアルバヨ

ク知ラ1ノテ局ル塵デアルガ骨髄ノ型的物質ヲ吸応試験ニョツテ決定セ～トスルニ窟ツテモ骨

髄浮游液ノ適猪濃度ヲ定ムルコトガ最モ肝要デアッテ，濃厚ナλ抗原ヲ使用スルコトハ非特

異性阻止現象ガ超ルコトヲ注意シ産イ．骨髄ノ型的物質ヲ定ムルニハ濃厚液ヲ使用スルコト

ハヨロシグナク，余ハ1劣浮游液テ以テ適鴬濃度ノ骨髄浮游液ト考ヘル．
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攻二No．トーNo．9家兎ノ1％骨髄浮游液ヲ以テ0型血清ヲ吸着シク成績テ示セパ次ノ如

クデアル．

第6表 家兎骨髄1劣浮游液ニテ0型血清ノ吸蒲シタル後，

   残存セルα及ビβノ凝集慣テ測定シタルモノ。
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四総括及ビ結論

 1。家兎骨髄八家兎血球二於クルト同礒二人同種血球凝集素βノ～ヲ吸着シ，α凝集素テ

吸着シナイ。副チ家兎骨髄中ニハ家兎血球ト同際ノB’凝集原ラ含有スルガA’凝集原ヲ』含有

シナイ．從ツチ家兎骨髄ハAB型デアルトノ謝ニハ賛成シ難イ．

 2．家兎骨髄ハ0J％浮游液マテβテ吸着スル能力ガァル．從ツチ型的物質テ孚』定スルクメ

ニ家兎骨髄ノ吸着試験テ實施スルニハ1％骨髄浮游液ヲ便用スレバ充分デアルト考ヘル．

 一般二血清學的反騰二濃厚ナル抗原ヲ使用スル時ハ阻止現象ガ現ハレ，眞ノ反騰ノ護現ヲ

阻ゲルコトハ知ラレテ居ル慶デアルガ骨髄ノ吸着試験二於デモ濃厚ナル浮游液ヲ使用スレバ

                【166】



骨髄’於ケル血液繭物質ノ研索 167

非特異性現象ガ起ツチ，眞ノ反騰ヲ見ルコトガ出來ナクナルカラ注意セネバナラナイ．

 5．家兎骨髄八人血清中二アル，抗家兎血球異種凝集素テ吸着スル作用ガアル．印チ家兎

骨髄八家兎血球ト共通ノ人血清中ノ異種血球凝集素二勤膝スル異種凝集原ヲ含有シテ属ル．

コノ異種凝集原ハ骨髄I00倍浮游液二於テ充分二讃明セラ1ノルコトガ昂來ル．

古畑教授ノ不断ノ御指導及ビ御校閲テ深謝ス．
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